
第4章授業妨害・拒否の予防

授業妨害・拒否を未然に防ぐためには、日ごろから学級経営、学習指導、保護者との連携な

どの充実を図っていく必要がある。授業妨害・拒否の予防のために、学級の見直し、子どもと

の信頼関係、授業における子ども同士の人間関係、学校の指導体制、保護者の啓発、地域との

連携・協力の視点からその具体策を述べる。

1 学級をどのように見直したらよいか

(1 ) 見直しの観点

① 学級のモラール(士気)、学級の凝集度(まとまり)の視点から

0 あなたの学級は、運動会や学芸会で、みんなで盛り上がりますか。

O 子どもたちは、学級のきまりを守って生活をしていますか。

0 休み時間には、子どもたちが教師の周りに寄ってきて話をしますか。

0 先生が「さあ、次にこれを」と子どもに呼びかけたとき、さっと注目しますか。

O 授業中、子どもたちは、積極的に手を挙げたり、課題に取り組んだりしますか。

0 休み時間にポツンとしている子どもがいるとき、周囲の子どもたちは、声をかけたり

遊びに誘ったりしますか。

0 けんかがあったときに、周囲の子どもたちは、止めに入りますか。

O 仲間外れはありませんか。

0 自己中心的で勝手なことを言う子どもの発言に振り回されることはありませんか。

0 学習や行事で、普段とは別のグループと一緒になったときでも、子どもたちは協力し

て取り組むことができますか。

② 集団の中で個々の子どもの特性をとらえる視点から

0 ちょっとしたことでも、すぐにカッとしたり、キレたりする子どもはいませんか。

O おどおどしていたり、表情が固かったり、不安そうな子どもはいませんか。

0 少しのことで根にもったり、物事を否定的にとらえたり、時には被害者意識を強くも

ったりする子どもはいませんか。

0 集団の中に入れず、いつも孤立している子どもはいませんか。

0 学級の中でみんなと歩調があわず、イライラした子どもたちが、仲間になって行動す

ることがよく見られませんか。
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③ 教師自身のかかわり方を振り返る視点から

0 今日一日、一人一人の子ども全員に声をかけましたか。

0 子どもたちの友人関係や、授業以外のときの子どもの様子を把握していますか。

0 一人一人の子どもの今学期よかったことを、具体的場面をあげて言えますか。

0 学級の子どもが保健室を利用したとき、養護教諭から情報を得ていますか。

0 ざっくばらんに意見が言えるような保護者会にしていますか。

(2) 見直しのための方法

① 子どもとかかわり観察する

0 教師自身が子どもたちと一緒に遊び、子どもの心情を把握する。

0 子どもの興味・関心のあることに、教師も積極的に関心をもち、共に活動しながら

観察する。

② 子どもたちの人間関係を把握する

0 子どもたちの日ごろの仲間関係を思い浮かべて図に描いてみる。仲間関係の位置が

分かりにくい子どもについては、教師との関係、子ども同士の関係をもう一度見直す。

O 孤立している子どもはいないか、中でもイライラ感が高くて孤立している場合は早

期の対応が必要である。まずは、教師が孤立した子どもとのかかわりを多くもつO

0 イライラ感の高い子どもがグループを作っているときは、引き離すよりも、ク守ルー

プ全体にかかわって、子どもたちの気持ちを理解し、具体的な場面で活躍の場を与え

るなど、生産的な方向にエネルギーを向けられるようにする。

③ 子どもたちの良いところを記録にとる

0 登校時、休み時間、掃除、クラブ活動、下校時などに、教師が子どもと行動を共に

し、様子を観察する。

o 1週間に 1回、子どもたちの良いところの具体的な記録を作る。今日は00さんと
ムム君というように、計画的に焦点化して子どもの様子をとらえる。

0 子どもの良いところを見付けたら、具体的にその場でほめる。

④ 気になる子どもとのかかわりを増やす

o -λでいる子どもや普段と様子が異なる子どもと話す時間を確保する。
O 教師が積極的に声をかけ、他の子どもやグループとの調整を図る。
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2 子どもが教師に信頼を寄せるためにはどのようにしたらよいか

(1 ) 担任の真剣な態度が子どもの心を聞く

① まずは教師が、子どもに心を開く

子どもたちは、担任の心を開いた話に親しみをもち信頼を寄せる。特に、教師の子ども時代

の失敗や体験談については興味深く聞く。このような触れ合いをとおして、子どもは教師を身

近に感じ、安心して自分のことを表現できるようになる。

② 教師は、授業等で行動の手本を示す

教師は、日ごろから子どもと接する中で、何事にも真剣に取り組む姿勢を示すことが大切で

ある。特に、授業においては、全力で取り組むことにより子どもから一層の信頼を得ることが

できる。

(2) 擾業の中で子どもを大切にする

① 子どもの発言をしっかり「傾聴」し、「受容」する

子どもの応答が教師の期待したものでない場合、十分に聴かないで「はい、他の人?Jと別

の子どもを指名したり、発言の途中で，000ということね」とまとめてしまったりしがちで

ある。これらは、子どもにとって不満がたまりやすいものである。一人の発言をみんなに返し、

決して無視をしないで大切に扱う姿勢をもつことによって教師への信頼感が生まれてくる。

② 授業の開始、終了の時刻を守る

教師の都合で、終鈴後も授業を続行していることが見られる。休み時間は授業の緊張感から

心も体も解放される子どもにとって貴重な時間である。時間を守ることは教師の基本であり、

授業の中味の充実にもつながってくる。

(3) ，けじめ」について指導する

① 叱るべきところでは、きちんと叱る

集団生活には、お互い気持ちよく過ごすために一定のきまりが必要であり、それが守られ

ていない場合はきちんとただす必要がある。教師が見逃すと、子どもはそれが正当化されたと

受け止めたり見捨てられたと受け止めたりする。子どもは「教師の叱るべきは叱る姿勢」も求

めている。

② 他人に迷惑をかけたらきちんとあやまらせる

他人に対して不利益や迷惑をかけたら、そのことに対Lて具体的に「責任」をとらせる意味

できちんとあやまらせる指導が重要である。子どもはこうしたことを繰り返し重ねることで、

善悪を判断する力、人を思いやる心が育ってしぺ。
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3 授業において子ども同士の人間関係を豊かにするには
どのようにしたらよいか

(1 ) 子どもが学び合い認め合う雰囲気を作る

① 子どもが安心して学習できる状況を作り出す

子どもが安心して学習できるようにするためには、子どもがよく分からないことをすぐに教

師に聞くことができる状況を作ることである。そのためには、授業の中で失敗しても許された

り、意見等が言い合えたりする学習のルールを確立していくことが大切である。

② 子ども一人一人のよさを見付けほめる

子どもの学習状況を把握した上で、子どものよさを認め、ほめることが学習意欲を喚起させ

る上で効果的である。その際、子どもの学習内容や学習状況について意味付けたり価値付けた

りしてほめることが大切である。このことによって、子どもは学習に自信をもつようになり、

グループ活動等で他の子どもとのかかわりが活発になる。

③ 子ども同士の学び、合いの場を意図的に作る

学習内容、方法がよく分かれば、子どもたちは意欲的になるが、話し合ったり教え合ったり

する場を意図的に授業の中に設定することで、子どもたちの充実感や満足感は更に高まる。

学び合う場を設定することは、学習効果を上げるだけでなく、子ども同士の人間関係まで豊

かにする。子ども同士が、一人一人の持ち味を認め、互いに学び合うことを積み重ねることが、

子ども同士の結び、つきを強めていくことになる。

(2) TT、学年合同授業、教科担任制など様々な指導形態を生かす

① 子どもを多面的にとらえる

一人一人の子どもには、得意なものもあれば、不得意とするものもある。子どものもつよさ

を引き出すためには、子どもを多面的にとらえることが必要である。担任一人で子どもを見る

よりも、複数の教師で、子どもを丁寧に見る方が、子どものよさを引き出すためにはより効果

的である。

② 課題や方法に応じたグループ別の学習を通して人間関係を広げ深める

学習に遅れがちであったり、自分にあった学習スタイルによって学習できなかったりするこ

とは学習意欲の低下を招く。個人差に応じ個性を生かした学習指導の展開をより可能とするT

Tや学年合同授業等の実施は、子どもの学習意欲の向上や基礎的・基本的事項の習得に効果的

である。さらに、複数の教師による指導は、課題や方法に応じたグループ別の学習をより容易

にするとともに、この学習をとおして、子どもたちの人間関係を広げ深めるうえでも有効であ

る。
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4 情報収集と予防のシステムをどのように構築したらよいか

(1 ) 校長は、学校の経営方針の中で予防策を明確にする

① 学校経営方針に位置付ける

校長は、授業妨害・拒否の予防に向けた学級経営の充実について方針を明確に示し、教職員

にその具体化を促すことが大切である。それを受けて教職員は、学年・学級経営案作成に際し、

授業の充実、子ども同士の豊かな人間関係作りなどの予防策を盛り込み、定期的に経営評価を

行い予防に努める必要がある。

② 自ら積極的に情報収集し対応する

校長・教頭が子どもとの触れ合い、教師との触れ合いを大切にし、あらゆる機会をとらえて

子どもの様子、学級の様子を見抜き、的確に教職員を指導し対応することが大切である。

(2) 授業妨害・拒否に関する情報が円滑に流れるシステムを整備する

① 改めて「報告・連絡・相談」を徹底する

学級担任一学年主任ー管理職へと情報が円滑に流れるようにシステムを整備しておく必要が!

ある。このためには教職員が「報告・連絡・相談」の重要性を認識し実践することが大切であ

る。その際、学級担任以外の養護教諭や専科教諭等からも子どもや学級の様子について情報が

速やかに得られるようにしておく。

② 多角的に情報を収集する

校内研修の中に授業妨害・拒否の予防と対応についての内容を計画的に位置付け実施する。

例えば、学級経営報告会や生活指導上の問題についての学級別報告会などを設定し、各教員が

学級経営に関する問題事例を持ち寄り具体的な改善策を見いだせるようにする。

(3) 学年の中での協力体制を確立する

学級の子どもであると同時に学年の子どもでもあるとの認識に立ち、学級を聞き学年全体で

見ることにより、子どもや学級の変化をとらえ、素早い対応ができるようにしておく。また、

学年の問題を校内共通の問題として問題解決が図られるように他学年、他の教師等の協力体制

の整備に努める。

何) 保護者や地域からの情報が入りやすいように多様な窓口をもっ

子どもや学級に関する情報が学校に入ってくるようにするために、投書籍の設置、学校だよ

りの地域への配布、電話、ファックス番号の地域への提示、校長室の開放等、多様な窓口を整

備する。
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5 学校と保護者との連携・協力をどのように進めたらよいか

(1 ) 子どもの気持ちを受け止め、安心感を与えるよう学校と保護者が連絡を取り合う

学校でほめられ認められた子どもたちは必ずやそのうれしさを保護者等に話したくなるもの

である。それを保護者がしっかり受け止めていく関係を作りたい。

また、学校と保護者は、子どもたちの様子について十分に連絡を取り合い、互いに過剰な期

待をしていないか率直に話し合うなどして、子どもたちに安心感を与えるような接し方を目指

していく必要がある。

(2) 保護者が我が子のみならず多くの子どもと直接かかわる機会を多くする

保護者が我が子のみならず他の子どもと触れ合う機会を多くもつことは、保護者自らが子育

てを見直し、視野を広げる機会となる。

そのためには、学校公開やPTA主催の行事など、保護者が他の子どもとかかわる機会を増

やし、子どもの理解を深めるともに保護者同士の結び、つきを強化していくきっかけとなるよう

にする。

(3) 保護者が担任だけでなく他の教師にも話しやすい雰囲気を作る

保護者の中には、担任とは話しにくいが他の教師なら話しやすい場合がある。また、保護者

にとっては、担任だけでなく多くの教師と話すことによって、学校や子どもの様子をより正確

に把握することができる。

保護者に学校や子どもについての理解を求める場合、担任だけではなく学年の教師や養護教

諭などが、積極的に保護者に話しかけ、子どものことについての情報交換をすることが大切で

ある。

このような教師の姿勢が、保護者にとって話しやすい雰囲気を作ることになり、保護者から

のE里角平を{尋ることにもなる。

何) 保護者同士が気軽に相談し合い、学び合う関係を作る

学校は、保護者会を互いに情報交換をし合う場として位置付けたり、親子見学会を実施した

りするなど、できるだけ多くの保護者が出会い、交流する機会を積極的に作り出していくこと

が必要である。

このことにより、保護者同士が子育てについて、気軽に相談し、学び合うことができる雰囲

気が生まれてくる。

-44-



6 地域のネットワーク作りをどのようにしたらよいか

(1 ) 学校・家庭・地域が、互いのことを知る機会を設ける

教師は、日々地域で教育活動をしているにもかかわらず、子どもの生活の場についての情報

が十分に得られていない場合も少なくなl'o

そこで、学校は、子どもたちがよく集まる児童館などの社会教育施設やスーパ一、コンビ

ニエンスストアなどの責任者と情報交換をし、その内容について家庭にも伝えることが大切で

ある。

(2) 地域の人々と子どもが理解し合う機会を作る

地域のネットワーク作りの第一歩は、子どもたちが地域を知ることである。そのために授業

に地域の人材を活用するなどして、子どもたちが地域の人々とかかわる中で「地域の子ども」

としての意識をもたせることが大切である。

また、運動会や展覧会などの学校行事を積極的に公開し、地域の人々に子どもを知ってもら

うことも重要である。

(3) 様々な人と、目標をもった活動を行う

ある学校では、ごみについての授業を地域の商庖の協力を得て、調査を行ったり買い物につ

いて考えたりする活動を行った。この学習の中で、保護者も協力したいとの申し出があり、子

どもと保護者とで、地域のごみについて調べたりごみを出すときのマナーを呼びかけたりする

活動に広がった。この活動を通して、子どもたちに対する地域の理解が深まり、子どもたちに

声をかけ、共に活動する地域の人が増えていった。

このように、目標をもって地域の人々と活動することは、子どもに連帯感を育てるとともに、

心の安定にもつながる。

(4) 相談する人(場所)を見つけておく

教師や保護者が、地域のネットワークを作りたいと思っても、どこから始めればよし、か分か

らないという声を聞くことがある。「こんな活動をしたいJIこんなことを教えてほしい」と思

ったときに、相談する人や場所を日ごろから知っておくこともネットワーク作りに大切である。

各地域には、社会教育の様々な施設の役員や、行政の委員や役員をしている人がいる。このよ

うな人や場所についての情報を得ておくと同時に、積極的にかかわりをもっていくことが有効

である。
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研究のまとめと提言

本研究で明らかになったことを整理しまとめると以下のとおりである。

O まとめ

1 子ども、教師、保護者の信頼関係を築く

授業妨害・拒否は、学級を舞台とした子ども、教師、保護者の関係性の問題としてとら i

えることにより、問題の本質に迫ることができる。したがって、問題解決への取り組みは、!

当事者間の関係をいかに修復・改善し、信頼関係を築くかが鍵である。
' E 

-ーーーーーーーー--・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--・・・・・・.-------------------------------------------------.....--------圃・・ E・・・E・-_.........・--------ー ー

2 擾業の改善・充実を図る

授業妨害・拒否は、子どもと教師との信頼関係が崩れ、授業が成立しなくなり、学級経

営が困難になることである。したがって、授業の改善・充実に取り組み、正常な学級経営

の機能を回復することが重要である。

3 学校・学級を聞き、関係者のネットワークを強化する

教師、学校の閉鎖性が、この問題の解決を難しくしている。、問題解決のためには、学級

を他の教師に聞く、保護者に聞く、地域に聞くなど、学級の壁を低くし、学校、家庭、地

域、関係機関などのネットワークを強化する取り組みが重要である。

以上のまとめを受けて、 7項目の提言を以下に示す。

O 提言

【教師へ】

l 子ども一人一人にとって存在感がもてるような学級を作ろう

授業妨害・拒否の多くは、教師と子どもとの心のきずなが断ち切れるところに起因している。

教師と子ども、子ども同士の聞に信頼関係を築くとともに、学級という集団のよさにも気付か

せ一人一人の子どもの居場所をつくる。

2 子どもが学習意欲をもち授業に集中できるように絶えず授業改善に努めよう

授業からの離脱、妨害行動の要因のーっとして、子どもが授業に魅力を感じない、授業の内

容が分からないということがある。教師は、一人一人の子どもが授業に魅力を覚え、学習に意

欲的に取り組むよう、指導の工夫・改善に絶えず努める必要がある。

-46-



【学校へ】

3 学校として各学級の状態を定期的に見直す取り組みを進めよう

授業妨害・拒否は直接には当該学級担任と子どもとの関係の問題であるが、組織体としての

学校の取り組みが問われている、と考えることが重要である。対応への共通理解に立って、学

校内部のネットワークを強化していく必要がある。例えば、授業改善においては、各教師が互

いの授業を見合い、振り返るなど学級経営の評価を定期的に行う必要がある。

4 保護者会や学校運営連絡協議会等を活用し、学校を開くための行動を起こそう

保護者会、学校運営連絡協議会等で学校の授業妨害・拒否についての取り組みについても報

告・協議事項として取り上げ、学校としての説明責任を果していく必要がある。また、関係者

間の共通認識のもとに役割を明確にし、問題の解決に当たることが必要である。

【保護者へ】

トー育一一加山
保護者は、授業妨害・拒否についての学校の取り組みについて正確に把握することが大切で

ある。このため、保護者会等に積極的に参加し学校の方針、改善策について説明を求めるとと

もに、理解・協力をしていくことが望まれる。

6 保護者同士の結び、つきを強化し、率直に意見を述べ合い協力して問題解決に当たろう

保護者同士が率直に意見を述べ合い、互いに協力しあっている学級では、子どもも安定し、

生き生きとした学校生活を送ることができる。授業妨害・拒否を、特定の子どもと学級担任の

問題とするのではなく、皆が当事者意識をもって問題の解決に向けて協力していくことが重要

である。そのためにも、日ごろから保護者同士が協力関係を築くために、教師は積極的に支援

をしてし、く必要がある。

【社会ヘ】

7 社会全体の問題として各々が関心をもち学校を支援するための行動を起こそう

授業妨害・拒否の問題の背景には、耐性、規範意識の欠如など急激な社会変化の中での子ど

もの変化もその要因のーっとしてあげることができる。また、少子化、社会体験の不足に伴う

子育ての問題などもこの問題とかかわっている。家庭、学校のみならず、社会全体の問題とし

て、関係者、関係諸機関の問題解決への連携・協力が必要である。
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【資料1】子どもたちの心理と行動に関する調査(第1回)調査用紙

よ〈ある 時'"ある ない

こ白舗は J\~~ (J)J:J. tJ. d A" fJ~ B C:-? …金持開通ご……づ (21)やらなくてはいけないことが害すき'る。 7 イ ウ

にと部宣教語研先缶、玉お己なうも白です。 二陥ずつ、すべての項旨について雇えてください。 (22)先生が話しかけてくれる。 ア イ ウ

(23)思いきり、あばれまわりたくなる。 ア イ 勺

年
紐〈ゐ t性rぺ自勺IJ ( ) 氏名 (24)友だちに、言いたいことを冒えない。 ア イ ウ

(25)持をかいて選ぶ ア イ ウ

(26)泣きたくなることがある。 ア イ ウ

[1】 あなたは、次回ようなことがありますか。ア、イ、ウ由中からあてはまるものを一つ
(27)わたしは、友だちからたよりにされる。 ア イ ウ

益んでOをつけてください。
(28)キレる(かまんできな〈なる)ことがある。 7 イ ウ

よくある 時'"ある ない (29)友だち白中で、目立ちたくないと思う。 ア イ ウ

(1)学校は韮い、と思う。 ア イ ウ (30)何"、とな<;不.安.になる。 ア イ ウ

(2 )先生はわたしのことを理，.解して〈れる。 7 イ ウ

(3 )わけもなくムカっく(腹が立つ)臼 ア イ ウ (31)わたしは、みんなから好かれていると思う。 ア イ ウ

(4)友だちからr';p，11まずれにされるのではないかと芯世になる。 ア イ ワ (32)先生にムヵっく(胞が立つ)。 ア イ ウ

(5 )外で、思いきりh遊eぷ。 ア イ ウ (33)左だちが、自分をどう思っているか気になる。 7 イ ウ

(6 )小さなことでも、くよ〈よ考えてしまう。 ア イ ワ (34)ピ援話局主わぎたくなる。 ア イ ワ

(7) わたしには、ょいところがあると思っ。 ア イ ワ (35) i伺'̂となくさびしい気持hちになる。 ア イ ウ

(8 )叫勉，強dのことで、イライラする。 ア イ ウ (36)わたしは、人目役に立っと思う。 7 イ ワ

(9 )友だちみんなに百白、されたいと思う。 ア イ ウ (37)物にあたってしまう。 ア イ ウ

(10) f，何民をやっても、うまくいかないような気がする。 ア イ ウ (38)語いと思ったことでも、友だちと二婦だとやめられない。 ア イ ウ

(39)疲"ドれている感じがする。 ア イ ウ

(11)わたしは、うちの人に大ど事ピにされていると思う。 ア イ 勺 (40)先生由民うことには「なるほど」と思う。 7 イ ウ

(12)信何んとなく大'H声ζ，を出したくなるロ ア イ ウ

(13)友だちに合わせていないと、心L岨配になる。 ア イ ウ (41)今町自分を気に入っていると思う。 ア イ ウ

(14)先生はとてもおもしろいと思うロ ア イ ワ (42) i何aにもかも投q げ出したくなる。 ア イ ウ

(15)いつもs緊.円張.，している。 ア イ ウ (43)友だちがムカついている(腹を立てている〕と、自分もムカっく。 ア イ ウ

(16)人白いやがることを言いたくなる。 ア イ ウ (44)ムシャクシャしてなぐりたくなる。 ア イ ウ

(17)わたしは自分のことが好すきだと思う。 ア イ ウ (45)いやなことがおきそうな気がする。 ア イ ウ

(18)友だちにムカっく(跡、立つ)。 ア イ ウ (46)わたしは何臥でもうまくやれると思う。 ア イ ウ

(19) 人ではやらないことでも、みんなとこ話だとや勺てしまう。 ア イ ウ (47) 1家，.族cにムカっく ciI!置iが立つ)。 ア イ ウ

(20) :遊..んで、すっきりする。 7 イ ウ (48)体をつかってd遊隠そぷ。 ア イ ウ

よくある 時'"ある ない
[IV】 次回(1)から(9)のことについて、ア・イ・ウ・エ白中からあて1:まるも白をーっ謹んで

(49)友だちから、暗いと思われないように、明るくふるまっている。 ア イ ウ 0をつりてください。
(50)街をやっても楽しくなu、。 ア イ ウ と

(51)楽しくさわいで遊ゐそぶ。 ア イ ウ

(52)荷でもないのにイライフする。 ア イ ウ

思わ

も、 L、

(53)友だちと二持にいると、ふだんの自分とちがってしまう。 ア イ ワ

(54)先生にほめられるとうれしい。 ア イ ウ (1)あなたの学級は、明るく楽しいと思いますか。 アイ ウエ

(2 )あなたの学級は、よくまとまっていると思いますか。 アイ ウエ

ミヨ"
[U】 次白ようなと章、あなたがよくするιと(行動)を、一つ選んでOをつけてください。

(3 )あなたの学級の人たちは、なかよく、助色、eけ合っていると患いますか。 アイ ウヱ

(4)あなたの学級町人たちは、あなたに親切にしてくれますか。 アイ ウエ

1 おうちで ①|がまんしたり、荷面五寝てしまったりする。 (5 )あなたは学級のみんなと一当緒L品に、 A遊d巴んだりa活.，動ど令したりしていますか。 アイ ウエ

イライラしたとき|②|謹話をしたり、長きなことをしたりして道ぷ。 (6 )あなたの学級には、あなたが、「いい人だな」と思う人がいますか。 アイ ワエ

③|物ゃ差益にあたったり、あばれたりする。 (7)あなたは、学校で一、勉u強.，していて、わかってくると楽しいと思いますか。 アイ ウエ

(8 )あなたは、設袋詰;先生にあてられるのは、砕きですか。 アイ ウエ

2.学級(学校〕で |①|がまんする。 (日)あなたは、もっ正が命'してよい鼠請をとろうと聾1JLてしると思いますか。 アイ ウヱ

イライラしたとき|②|友だちと話したり、休み時間に思いきり}1んだりする。

③|大声をだしたり、さわいだりする。

を昔話畠りがとうございました，

3 ①Lb‘たがないと、あきらめる。

説経草きわいでいる ②やめるよつに注意する。

友だちを見たとき ③気にならない。

④おもしろいと思う。

⑤先生に、もっと注...意句、してほしいと思う。

嘩いっしょにな勺てさわぐ。

⑦ムカっく(~臓iが立つ〉。

[m】 あなたはこの学瀬田中で穫とよく鑓びます仇 l -=-+.:金目。曲 | 

よく鐘』2ぽ!こ友だちの名前を書いて下さい。 I l 

集 I I 
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【資料2】子どもたちの心理と行動に関する調査(第2回)調査用紙

よくある 時"ある ない

(21)思いきり、あばれまわりたくなる。 ア イ ウ

(22)友だちに、言いたいことそ言えない。 ア イ ヮ l

己目悩は j…叫が日ごろ…鮪ちで過…吋抗 (23) i!r書たくなることがある。 ア イ ウ

に1蔀1出掛協a会的sおこなうものですu 二泊ずつ、すべての頑固iこついて蓄えてください。 (24)わた Lは、友だちからたよりにされる。 ア イ ウ

(25)キレる(がまんで書tkくなる)ことがある。 ア イ ワ

，年aん 組〈ゐ 句性ベ別IJ( ) 氏名 (26)友だちの中で、目立ちたくないと思う。 ア イ ウ

(27) f，何dもとなくふ不，安，になる。 7 イ ウ

【1J あなたは、次のような乙とがありますか.ァ、イ、ウ白中からあてはまるものを一つ
(28)わたしは、みんなから好すかれていると臣、う。 ア イ ウ

謹んでOをつ貯てください。
(29)先生にムカつ< (1凶Î~が立つ)。 7 イ ウ

よ〈ある 時勾ある ない (30)友だちが、自分をどう思っているか気になる。 ア イ ウ

( 1 )学校は車しいと思う。 ア イ ウ

(2 )先生はわたしのことを単純してくれる。 ア イ ウ (31)'il露出きわ吉たくなるロ ア イ ウ

(3 )わけも江〈ムカっく(“股‘が立つ)。 ア イ ウ (32)街となくさびしい金品ちになる。 ア イ ウ

(4 )友だちからf柑はずれにされる白ではないかと芯世になる。 ア イ ウ (33)わたしは、人町役に立っと思う。 ア イ ウ

(5)小さなことでも、くよくよ考えてしまう。 ア イ ウ (34)物にあたってしまう。 7 イ ウ

(6)わたしには、ょいところがあると思う。 ア イ ウ (35) !悪"いと思ったことでも、友だちと一e 緒"だとやめられない。 7 イ ウ

(7)崎勉.. 強d・白、のことで、イライラする。 ア イ ウ (36)疲れている感じがする。 ア イ ウ

(8 )友だちみんなに達自されたいと思う。 7 イ ウ (37)先生の言うことには「なるほど」と思う。 ア イ ウ

(9) f，何民をやっても、うま〈いかないような罰がする。 ア イ ウ (38)今の自分を気に入っていると思う。 ア イ ウ

(10)わたしは、うちの人にe大q、事ιにされていると思う。 ア イ ウ (39)何‘・4もかも投‘げ出したくなる。 7 イ ウ

(40)友だちがムカついている(胞を立てている)と、自分もムヵっく。 コF イ ウ

(11) ;何aんとなく大声"を出したくなる。 ア イ ウ

(12)友だちに合わせていないと、心"も配跡、になる。 ア イ ウ (41)ムシ 4 クシャしてなぐりたくなる。 ア イ ウ

(13)先生はとてもおもしろいと思う。 ア イ ウ (42)いやなことがおきそうな気がする。 ア イ ウ

(14)いつも-緊.. ，張，している。 ア イ ウ (43)わたしは何Uんでもうまく守れると，冒う。 7 イ ウ

(15)人のいやがることを冨いたくなるロ ア イ ウ (44)家肱にムカっく〔胞が立つ)。 7 イ ウ

(6)わたしは自分のことが品きだと思う。 ア イ ウ (45)友だちから、暗いと思われないように、明るくふるま勺ている。 ア イ ウ

(17)友だちにムカっく(胞が立つ)。 7 イ ワ (46)何をやっても聖しくない。 ア イ ウ

(18)一人ではやらないことでも、みんなと一緒ι，だとやってしまう。 ア イ ウ (47)何でもないのにイライラする。 ア イ ウ

(19)やらなくてはいけないことが夢すぎる。 ア イ ウ (48)友だちと一緒にいると、ふだんの自分とちがってしまうロ ア イ ウ

(20)先生が話しかけてくれる。 ア イ ウ (49)先生にほめられるとうれしL、 7 イ ウ

[llJ 次のようなとき、あなたがよくすること{詩話)在、一つ選んでOをつけて〈ださい。 [V】 次回(けから(9)白己とについて、ァ・ィ・ゥ・ヱ町中からあてはまるものを一つ益んで

1.おうちで ①|がまんしたり、荷五五示通てしまったりする。

イライラしたとき|②|丑百五耳石:長石=瓦主りして齢。

③|物ゃ蒜にあたったり、あばれたりする匂

2 学級(学校)で |①|がまんする。

③|大声をだしたり、さわいだりする。

3 ① しかたがないと、あきらめる。

む謡鋸おきわいでいる ②やめるように在意する。

友だちを見たとき ③気にならない。

④おもしろいと曹、う。

⑤先生に、もっと淫通してほしいと思う。

⑥いっしょになってさわぐロ

⑦ムカっく(服が立つ)。

【回】 あごたrf由学級白中で躍とよく護びますか。 I 友だちの名前 | 
よく遊ぷ順10友だちの名前を書いて7さい。， ， 

書ン l | 
【IV】 次回旨筒に蓄えて下さい。

① 祖任の先生がしてくれたことで、あなたが一番うれしかったことは、どんなことですか.

[ l 
② 担任の先生'"、あなたがしてほしいと且ラニとi

仁 コ

0をつけてください。

(1)あ江たの学級は、明るく楽しいと思いますか。

(2 )あむた由学級は、よくまとまっていると思いますか。

(3 )あなたの学級白人たちは、なかよく、話け合っていると思いますか。

(4)あなた白学級由人たちは、あなたに親切にしてくれますか。

( 5.)あなたは学級のみんなとこ揺に、選んだり詰討したりしていますか。

(6 )あなたの学級には、あなたが、「いい人だな」 ι思う人がいますか。
(7 )あなたは、学校でF‘勉'‘・強"していて、わか勺てくると楽しいと思いますか。

(8 )あなたはJ話語詰;先主にあてられるのは、品きですか。
(9 )あなたは、もっと1幽ーしてよい説誌をとろうと努力していると思いますか.

きまi~~ありがとうございました.
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聞き取り調査2年生用• (絵を示して質問する)W① 

面接者()臼)月(実施日(

名前組年

② (絵を示して質問する)

NO ? YES 

② 〈入学前後の、子どもの感じるギャップ。〉

I①学校、楽しいかな。

00先生がしてくれたことで、あなたが一番、うれしいなと恩ったとは、
どんなことかな。

V① 

00さんと同じ組の中で、よく遊ぶお友達は誰かな。名前を教えてくれるかな。
) ( ) ( ) 

E 

「イライラする」ってわかるかな。E① 

00先生に、あなたはどんなことをしてほしいと思うかな。② 

NO 

NOの場合 → いいかえて説明。

ムカっく 腹がたつ怒りたい

YES ・

-

M

骨
昨
週
)
盟
側
婦
巴
一
割
剛
週
第

いやーと思うとき 等

② そういうことは、よくあるの。

子どもの印象ない

③ そういう時って、どんなときかな、教えて。

よくある ・ ときどきある ・

④ その時、 00さんは、どうしたの。



| と| 少|忍あlま
そて|そし|えま1 つ
うも|う |重り|甲た
容|春|おおく 1 ri 
つ lつ lなな I ~ 

46.8138刈立苛司同百十寸叫
9.3140.0139.6111.111モ1辺、 1&4
18刈46.5126.917.811平均J点 |盟
21.9144.8124.11 9.211 1 7. 9 3 1 I噺

国
42.5136.1115.11 6.31 L一一一_j'-J

劃

円高τiてZZZ3でiz-zzzzTZZZZZ13
質問項目【E】は、子どもたちのイライラした時の対処のし方をと山ための項目である。 I畑| 化した後の平均点と標準偏差を示した。

l 質問項目[s1】は、子どもたちの人間関係をと山ための項同り、これ山凝集度を算出した。
質問項目 [IV】は、学級のモラール(士気)をとらえるための項目である。表の右にそれぞれの項目を得点化した後

| の平均点と標準偏差を示した。 I
i なお、質問項目【 I川遊びJについて払さまざまな検討を川たが、特筆すべき結果は得られなかったの ! 
で、本文中ではふれていない。

第1由貿関紙嗣査結果(翻査対象数:3校834名)

【I】あなたは、次のようなことがよくありますか。(車中由数字は、項目毎申834名由選択肢別図書率。〉 【s]次のようなとき、あなたがよくすること(行動)を、一つ選んでOをつけてください。
(表中の数字l志、項目毎回834名由選択肢別図書事)

c.r市
~ 

よくある時身ある ない
(52)何でもないのにイライラする。 9.0 24.2 66.8 
(3)わけもなくムカっく(腹が立つ)。 8.0 29.9 62.1 

イ (28)キレる(がまんできなくなる)ことがある。 18.1 47.3 34.6 
(12)何となく大声を出したくなる。 23.7 35.5 40.8 

ラ (23)思いきり、暴れまわりたくなる。 18.3 31.0 50.7 
(32)先生にムカっく(腹が立つ)。 37.1 25.9 37.0 

イ (47)家族にムカっく(腹が立つ)。 9.4 36.3 54.3 
(18)友だちにムカっく(腹が立つ)。 15.1 49.8 35.1 
う (8)勉強のことで、イライラする。 14.6 44.2 41.2 
(34)授業中騒ぎたくなる。 8.5 21.8 69.7 

感 (37)物にあたってしまう。 17.2 42.8 40.0 
(16)人のいやがることを百いたくなる。 6.8 42.3 50.9 
(44)ムシャクシャしてなぐりたくなる。 14.2 26.3 59.5 
(42)何もかも投げ出したくなる。 11.4 27.5 61.1 
(10)何をやってもうまくいかないような気がする。 13.4 50.3 36.3 

不 (45)いやなことがおきそうな気がする。 23.2 44.8 32.0 
安 (6)小さなことでも、くよくよ考えてしまう。 16.8 44.2 39.0 
(30)何となく不安になる。 19.5 43.6 36.9 

抑 (21)やらなくてはいけないことが多すぎるロ 34.9 51.9 13.2 
つ (15)いつも緊張している。 7.1 40.8 52.1 
て3 (35)何となくさびしい気持ちになる。 13.6 32.4 54.0 
感 (50)何をやっても楽しくない。 3.5 31.5 65.0 
(26)泣きたくなることがある。 20.0 49.1 30.9 
(39)疲れている感じがする。 35.5 39.5 25.0 

自 (7)わたしにはよいところがあると，思う。 23.4 61.0 15.6 
(31)わたしはみんなから好かれていると恩う。 6.4 42.8 50.8 
己 (46)わたしは何でもうまくやれると思う。 6.5 43.7 49.8 
(17)わたしは自分のことが好きだと思う。 27.5 44.5 28.0 

肯 (41)今の自分を気に入っていると思う。 23.7 44.5 31.8 
(36)わたしは人の役に立っと恩う。 9.6 50.3 40.1 

定 (11)わたしはうちの人に大事にされていると思う。 60.9 34.1 5.0 
(2)先生はわたしのことを理解してくれる。 36.5 55.1 8.4 

感 (27)わたしは友だちからたよりにされている。 7.9 50.9 41.2 
集 (13)友だちにに合わせていないと、心配になる。 14.5 37.8 47.7 
(43)友だちがムカついている(腹を立てている〕と、自分もムカっく。 11.2 26.7 62.1 

団 (29)友だちの中で、目立ちたくないと思う。 22.5 46.2 31.3 
(24)友だちに冨いたい己とを言えない。 24.9 43.7 31.4 

の (33)友だちが、自分をどう恩っているか気になる。 32.7 41.8 25.5 
(49)友だちから、暗いと思われないように、明るくふるまっている。 16.0 28.8 55.2 

影 (53) 友だちと一緒I~いると、ふだんの自分とちがってしまう。 20.3 40.5 39.2 
(9)友だちみんなに注目されたいと思う。 8.7 32.7 58.6 

響 (38)悪いと思ったことでも、友だちと 緒だとやめられない。 12.1 32.9 55.0 
(19) 人ではやらないことでも、みんなと 緒だとやってしまう。 26.6 46.1 27.3 

性 (4)友だちから仲間はずれにされるのではないかと心配になる。 16.1 33.6 50.3 
(5)外で思いきり遊ぶ。 57.0 39.5 3.5 

遊 (20)遊んで、すっきりする。 66.7 24.6 8.7 
(25)汗をかいて遊ぶ。 53.9 38.0 8.1 

ぴ (48)体をつかって遊ぶ。 54.4 38.5 7.1 
(51)楽しくさわいで遊ぶ 51.4 38.2 10.4 

教 (2)先生はわたしのことを理解してくれる。 36.5 55.1 8.4 
師 (14)先生はとてもおもしろいと思う。 49.1 36.1 14.8 
と (22)先生が話しかけてくれる。 25.3 61.1 13.6 
の (32)先生にムカっく(腹が立つ)。 れ逆転項目} 37.0 26.0 37.0 
関 (40)先生の百うことには Fなるほど」と思う。 39.5 51.3 9.2 
係 (54)先生にほめられるとうれしい。 54.4 33.1 12.5 
他 (1)学校は楽しいと，思うロ 52.5 44.1 3.4 

t露中山車子は、項目毎由834名の選択肢別回答率。〉

1 おうちで ①がまんしたり、指もせずに義てしまったりする。 27.6 

イライラしTζとき ②謹話をしたり、佐きなことをしたりLて通ぶ。 56.0 

③物ゃ量五にあたったり、あばれたりする。 16.4 

2.学級(学校}で ①がまんする。 37.1 

イライラしたとき ②友だちと話したり、休み時間に思いきり謹んだりする 56.6 

③大声をだしたり さわいだりする 6.3 

3 ① しかたがないと、あきらめる。 9.9 

首誕百2さわいでいる ②やめるように桂語する。 34.7 

友だちを見たとき
③気にならない。 12.9 

④おもしろいι思う 3.7 

⑤先生に、もっと話量してほしいと思う 17.7 

⑥いっしょになってさわぐ。 2.7 

⑦ムカつく{騒が立つ)。 18.4 

【皿】あなたはこの学級の中で量とよく韮びますか よく韮ぷ官lこ友だちの名前を書いて下さい。
。(自由記述のため、省略)

[IV】次の(1)から(9)のことについて、ア・イ・ウ・エの中から
あてはまるものを一つ選んでOをつけてくださL、

(1 )あなたの学級は、明るく楽しいと思いますかn

C2 )あなたの学級は、よくまとまっていると思いますか。

(3)あなたの学級の人たちは、なかよく、話け合っていると思いますかn

(4)あなたの学級の人たちは、あなたに親切にしてくれますか。

(5 )あなたは学級のみんなとご婦に、謹んだり詰話したりしていますかa a
d
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(6 )あなたの学級には、あなたが、「いい人だなIと思う人がいますか

(7)あなたは、学校で益活していて、わかってくると楽しいと思います九

(8 )あなたは、選錐皆、先生にあてられるのは、砕きですか。

(9)あなたは、もっと益誼してよい接語をとろうと努力していると思いますか

21.0134.2128.5116.3 
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(表中自数字日脚218名の選択肢閉l図書率。) 盟
DH・

次に示す表は、第1回質問紙調査における項目閉相関の内、舗のモラール(士気)および教師との関係を紬に 湘
他項目の相闘を示したものであるσ

篇2回質問紙踊査結果(調査対象敏:1枝218名)

【I】あなたは、次のようなことがよくありますか。(表中町数字は、項目毎白834名由選択肢別回答率。) 【E】次のようなとき、あなたがよくすること(行動)を、一つ選んでOをつけてください。
(表中由数字は、項目毎由218名由選択肢別回答率)

1.おうちで |①|がまんしたり、指もせずに金てLまったりする。 I262 I 
イライラしたとき|②|益毎をしたり、砕きなことをしたりして遁ぷ。

③|物ゃ議議にあたったり、あばれたりする。

CJl 
CA:l 

よくある時々ある ない
(47)何でもないのにイライラする。 2.8 19.4 77.8 
(3)わけもなくムカっく(腹が立つ)。 5.5 28.1 66.4 

イ (25)キレる(がまんできなくなる〕ことがある。 14.3 41.5 44.2 
(11)何となく大声を出したくなる。 12.9 36.9 50.2 
ラ (21)思いきり、暴れまわりたくなる。 10.1 28.1 61.8 
(29)先生にムカっく(腹が立つ)。 6.5 25.8 67.7 

イ (44)家族にムカっく(腹が立つ)。 8.8 33.2 58.0 
(17)友だちにムカっく(腹が立つ)。 9.3 52.3 38.4 

ラ ( 7)勉強のことで、イライラする。 12.5 42.1 45.4 
(31)授業中騒ぎたくなる。 2.3 18.9 78.8 

感 (34)物にあたってしまう。 12.9 39.2 47.9 
(15)人のいやがることを言いたくなる。 3.7 37.3 59.0 
(41)ム Y ャヲシャしてなぐりたくなる。 6.0 22.6 71.4 
(39)何もかも投げ出したくなる。 8.8 25.3 65.9 
(9)何をやってもうまくいかないような気がする。 10.1 42.9 47.0 

不 (42)いやなことがおきそうな気がする。 18.0 42.4 39.6 
安 (5)小さなことでも、くよくよ考えてしまう。 12.9 45.2 41.9 
• I (27)何となく不安になる。 16.6 40.1 43.3 
抑 (19)やらなくてはいけないことが多すぎる。 22.1 42.9 35.0 
う (14)いつも緊張している。 4.6 26.9 68.5 
て， (32)何となくさびしい気持ちになる。 12.9 31.3 55.8 
感 (46)何をやっても楽しくない。 2.3 29.0 68.7 
(23)泣きたくなることがある。 15.7 43.3 41.0 
(36)疲れている感じがする。 32.7 39.2 28.1 

自 (6 )わたしにはよいところがあると思う。 19.0 61.6 19.4 
(28)わたしはみんなから好かれていると，恩うロ 7.9 44.4 47.7 

己 (43)わたしは何でもうま〈やれると，思う。 6.5 40.7 52.8 
(16)わたしは自分のことが好きだと思う。 35.6 44.5 19.9 

肯 (38)今の自分を気に入っていると思う。 34.1 41.9 24.0 
(33)わたしは人の役に立っと恩う。 6.0 54.6 39.4 

定 (10)わたしはうちの人に大事にされていると思う。 60.2 35.2 4.6 
(2)先生はわたしのことを理解してくれる。 31.3 59.9 8.8 

感 (24)わたしは友だちからたよりにされている。 8.3 54.8 36.9 
集 (12)友だちにに合わせていないと、心配になる。 6.9 34.6 58.5 
(40)友だちがムカついている(胞を立てている)と、自分もムカっく 4.6 23.5 71.9 

団 (26)友だちの中で、目立ちたくないと思う。 28.2 35.2 36.6 
(22)友だちに昌いたいことを冨えない。 16.6 43.8 39.6 

の (30)友だちが、自分をどう思っているか気になる。 29.5 42.9 27.6 
(45)友だちから、暗いと思われないように、明るくふるまっている。 9.2 30.4 60.4 

影 (48)友だちと 緒にいると、ふだんの自分とちがってしまう。 15.2 32.7 52.1 
(8)友だちみんなに注目されたいと，恩う。 7.4 30.0 62.6 

響 (35)悪いと恩ったことでも、友だちと一緒だとやめられない。 4.6 27.2 68.2 
(18) 人ではやらないことでも、みんなと 緒だとやってしまう。 16.1 48.9 35.0 

性 (4)友だちから仲間はずれにされるのではないかと心配になる。 10.5 35.8 53.7 
教 (2)先生はわたしのことを理解してくれる。 31.3 59.9 8.8 
飾 (13)先生はとてもおもしろいと恩う。 26.9 50.0 23.1 
と (20)先生が話しかけてくれる。 18.9 65.0 16.1 
の (29)先生にムカっく(腹が立つ)0 (キ逆転項目} 6.5 25.8 67.7 
関 (37)先生の言うことには「なるほど」と思う。 38.2 53.0 8.8 
係 (49)先生にほめられるとうれしい。 51.2 38.2 10.6 
(1 )学校は楽しいと思う。 57.2 38.7 4.1 

2.学級(学校)で
イライラしたと書

3. ① しかたがないと、あきらめる。 8.8 
首長官さわいでいる ②やめるように註街ι 36.9 
友だちを見たとき

③気にならない。 13.8 

④おもしろいと思lぅ。 1.8 

⑤先生に、もっと鵠してほしいと恩む 21.2 

⑥いっしょになってきわぐ 1.8 

⑦ムカっく{績が立つ)。 一]とL
【E】あなたはこの学級の中で議とよく韮びますか。よく韮ぷ置に友だちの名前を書いて下さい。

(自由記述のため、省略)

[1V】①担任の先生がしてくれたζとで、あなたが一番うれしかったことは、どんな己とですか。

②担任の先生に、あなたがじてほしいと.思うことはどんなことですか。

(自由記述のため、省略}

【V]次あのは(1ま)かるらの(9を)の己とについて、ア・イ・ウ・エの中から と

恩モつ少し
そあ ま

て も 一つ選んでOをつけてください。
思そうても 忌わなニミまり

て3

思た

つ つ わなく

L、

(1)あなたの学級は 明るく楽しいと思いますか。 43.5 45.4 8.81 2.3 

(2)あなたの学級は、よくまとまっていると恩いますか。 7.4137.0 45.9 9.7 

(3)あなたの学級の人たちは、なかよく た助すけ合っていると思いますか。 19.9 42.2 31.9 6.0 

(4)あなたの学級の人たちは、あなたに親切にしてくれますか。 26.2 40.1 24.8 8.9 

(5)あなたは学級のみんなとど揺に、謹んだり器話したりしていますか。 43.1 41.2 12.5 3.2 

(6)あなたの学級には、あなたが、「いい人だなJと思う人がいますか。 44.9 33.8 15.7 5.6 

(7 )あなたは E学もE校鍾っ鼠でと益叫先百川五生ししていで、わかってくると楽しいと恩いますか。 52.1132.1
11.6 4.2 

(8)あなたは、 にあてられるのは、砕きですか。 19.0125.0 31.5 24.5 

( 9)あなたは、 てよいぜ成いG論Sをとろうと努力していると恩いますか。 41.7137.0 16.7 4.6 
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あなたのお子さんの学校の指導について伺います。

あいさつや言葉づかいについてあなたのお子さんの学校の指導は

とても厳しい 厳しいどちらとも言えないあまり厳し〈ない 厳し〈ない

1 - 2一一一-3一一一 4一一一-5 
時間を守ることや遅刻についτあなたのお子さんの学校の指導は

とても厳しい 厳しい どちらとも言えない あまり厳しくなU 厳し〈ない

l 一一一 2一一一一一 3 -一一一一一 4一一一一-5 
静かに話を聞くことや姿勢についてあなたのお子さんの学校の指導は

とても厳しい 厳しいどちらとも冨えないあまり織し〈ない 厳L<ない

1一一一 2一一一一 3一一一一一 4一一一一 5
係や当番など仕事に対する態度についてあなたのお子さんの学校の指導は

とても厳しい 厳しいどちらとも雷えないるまり厳し〈ない 厳し〈ない

1一一一 2一一一一-3一一一一一 4一一一一一 5
忘れ物をすることについてあなたのお子さんの学校の指導は

とても厳しい 厳しいどちらとも冨えないあまり厳し〈ない 厳しくない

l一一一 2一一一一-3一一一一 4一一一 5
きまりを守ることについてあなたのお子さんの学校の指導は

とても厳しい 厳しいーどちらとも言えない あまり厳しくない 厳しくない

1一一-2一一一一一 3一一一一 4一一一一 5

11 

l 
(保護者用)

都立教育研究所では、特別研究として、「子どもたちの揺れ動く心.と学校の在り

方」を主題として、研究を行っています。今回、子どもたちの心の揺れと学校

におけるきまりの指導とのかかわりを把握したいと考え、本調査をお願いする

ことにいたしました。

この調査結果は、研究の目的以外に使用することはありません。あなたの

お考えになっていることやお感じになっていることを、そのままお答えくださ

いますようおlliJiいいたします。

願おの査調

2 

4 

5 

まずはじめに、あなたのお子さんの学年、あなたの性別、年代をお聞きします。

同じ学校に複数のお子さんが通っている場合、その学年を全部お書きください。

学年 ( )( )( )年生

あなたの性別 ( ) 

あなたの年代

1 

5 
4 0 I歳-49歳3 0 j歳-39歳2 3 0歳未満

5 0歳以上

囚

1

2

3

 

川 次のことは、学校と家庭のどちらが教えることか、あなたの考えを伺います。

ニつのことばの聞で、あなたの考えに近いところにOをつけてください。
1 あいさつや言葉づかいは

学校で どちらかというと どちらかというと 家庭で

教えることだと思う 学校で教えることだと思う 家庭で教えることだとJ思う 教えることだと思う

1 2 3 4 

2 時間を守ることや遅刻についてのきまりは
学校で どちらかというと どちらかというと 家庭で

教えることだと思う 学校で教えることだと思う 家庭で教えることだと恩う 教えることだと思う

1 2 3 4 

3 静かに話を聞くことや姿勢については
学校で どちらかというと どちらかというと 家庭で

教えることだと思う 学校で教えることだと恩う 家庭で教えることだと曹‘う 教えることだと思う

1 2 3 4 

4 係や当番など仕事に対する態度は
学校で どちらかというと どちらかというと 家庭で

教えることだι哩う 学校で教えることだと恩う 家庭で教えることだと思う 教えることだと思う

1 2 3 4 

5忘れ物をしないことは
学校で どちらかというと どちらかというと 家庭で

教える=とだと思う 学校で教えることだと恩う 家庭で教える己とだと思う 教えることだと思う

1 2 3 4 
6 きまりを守ることは
学校で どちらかというと どちらかというと 草庭で

教えることだι患う 学校で教えることだと恩う 草庭で教えることだと思う 教える己とだと思う

1 2 3 4 

あなたのお子さんの学校のきまりについて、お聞きします。

当てはまるものにOをつけてください。
l あなたのお子さんの学校の子どもたちの機子から考えて次のことについてお答えく

ださい。

l あいさつや言葉づかいについて教えることが

とても必要 必要 どちらとも言えない 必要でない 全然必要ない

1 - 2 一一一一一 3 一一一一一-4一一一一一 5 
時聞を守ることや遅刻について教えることが

とても必要 必要 どちらとも宮えない 必要でない 全鰍必要ない

l 一一一 2 一一一一一 3 一一一一一 4一一一一一 5
静かに話を聞くことや姿勢について教えることが

とても必要 必要 どちらとも言えない 必要でない 全然必要ない

l一一ー 2一一一一一 3一一一一一 4一一一一一 5
係や当番など仕事に対する態度について教えることが

とても必要 必要 どちらとも言えない 必要でない 全然必要ない

1 - 2一一一一一 3一一一一一 4一一一一一 5
忘れ物について教えることが

とても必要 必要 どちらとも言えない 必要でない 全然必要ない

l一一 2一一一一 3一一一一一 4一一一一 5
きまりを守ることを教えることが

とても必要 必要 どちらとも言えない 必要でない 全然必要ない

1一一一 2一一一一一 3一一一一一 4一一一一 5

囚

2 

宮



あなたのお子さんは、次のようなことをどのくらいしているとお考えですか。

当てはまるところにOをつけてください。
いつもする だいたいする たまにする ぜんぜんしない

近所の人に会ったときあいさつする l一一一 2一一一一 3一一一 4
迷惑をかけて大人の人から注意されたときすぐ謝る

いつもする だいたいする たまにする ぜんぜんしない

l一一一 2一一一一 3 一一一 4
いつもする だいたいする たまにする ぜんぜんしない

道路や公園の使い方のきまりを守っている l一一 2一一一 3一一一 4
いつもする だいたいする たまにする ぜんぜんしない

お祭りなど地域の行事に参加する 1--2--3一一一 4
地域で道路や公園の清掃、古紙回収、などに参加している

いつもする だいたいする たまにする ぜんぜんしない

1一一一 2一一一一 3一一一 4
いつもする だいたいする たまにする せ'んぜんしない

近所に気軽に話せ、相談できる人がいる 1--2--3一一一 4

回

4 

5 

E 

あなたのお子さんの学校生活であてはまるところにOをつけてくださL¥0 

強く まあ どちらともあまりそう全然そう

そう思うそろ恩ついえない 思わない 恩わない

1 一一一 2 一一一 3 一一一 4 一一一 5 
1一一一 2一一 3一一 4一一一 5
1一一-2一一-3 一一-4 - 5 
1一一ー 2- 3一一-4一一一 5
1 - 2 一一一 3 一一一 4 一一一 5 

日夜夜5ヨヨ沼

l 一一一 2一一一 3 一一一 4一一一 5
1 一一一 2 一一一 3 一一一 4 一一一 5 
1 一一一 2一一一 3一一一 4 一一-5 
1 一一-2一一-3 一一一 4一一一 5
1 一一一 2 一一一 3 一一一 4 一一一 5 
1一一 2- 3一一一 4一一 5

1-2 - 3一一 4一一 5
1一一 2- 3一一 4一一 5

勉強が楽しいと恩っている

授業がよくわかっている

明るく楽しい友だちづきあいをしている

たくさんの友だちがこの学校にいる

悩みを聞いてくれたり、何でも話

せる友だちがこの学校にいる

この学校に何でも相談できる先生がいる

学校の先生と気軽に話せる

先生によく質問する

きまりを守っている

将来に夢や希望をもっている

お子さんの学級は明るく楽しい

学級である

お子さんの学級はよくまとまっている

お子さんは学級のみんなといっしょに

あそんだりグル プ活動をしている

回

0

1
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あなたのお子さんは、次のようなことをどのくらいしていますか。当てはまる

ところにOをつけてください。
いつもする だいたいする たまにする ぜんぜんしむい

朝、家の人に「おはよう」とあいさつする 1一一一 2一一一一 3一一一 4
自分の服は、自分で片づけたり、洗濯したりする

いつもする だいたいする たまにする ぜんぜんしない

1 -ー一一 2 一一一一 3 一一一 4 
食事の後で、自分の食器を片づけたり洗ったりする

いつもする だいたいする たまにする ぜんぜんしない

1 --2 一一一一 3 一一一一 4 
自分の勉強道具や身の回りなどを片づけたり掃除したりする

いつもする だいたいする たまにする ぜんぜんしない

1--2--3--4  

いつもする だいたいする たまにする ぜんぜんしない

l 一一一 2一一一一 3一一一 4
いつもする だいたいする たまにする ぜんぜんしない

1 一一一 2一一一一 3一一一 4 
いつもする だいたいする たまにする ぜんぜんしない

l 一一一 2一一一一 3一一一 4
いつもする だいたいする たまにする ぜんぜんしない

トイレや風呂場の掃除をする 1--2--3一一一 4
テレビをみたり、ゲームをする時間を決めて守っている

いつもする だいたいする たまにする ぜんぜんしない

l 一一一 2--3--4  
いつもする だいたいする たまにする ぜんぜんしむい

自分で勉強する時間を決めて、守っている l一一一 2一一一 3一一一 4
寝る時間を決めて、守っている いつもするだいたいするたまにするぜんぜんしない

l一一一 2一一一一 3一一一 4
こづかいなどお金の使いみちを決めて、守っている

いつもする だいたいする たまにする ぜんぜんしない

l 一一-2 一一一一 3一一-4 
いつもする だいたいする たまにする ぜんぜんしない

13 出かけるときには、家の人に行き先を言う l一一一 2一一一一 3一一一 4
14 間違ったことをして、家の人から注意されたときすぐ謝る

いつもする だいたいする たまにする ぜんぜんしない

l 一一一 2一一一一 3 一一一 4 
15 学校や地域で間違ったことをしたとき、家の人にうち明ける

いつもする だいたいする たまにする ぜんぜんしない

1 --2一一一一 3一一一 4
16 家の人に頼まれたり、約束したりしたことは必ずする

いつもする だいたいする たまにする ぜんぜんしない

l 一一一 2--3--4  

回

家の人の衣類を洗濯する

家の人の食器を洗う

居間や玄関などの掃除をする

10 

11 

12 



【資料7】集団生活のきまりや基本的な生活習慣についての調査・調査結果(1) 

(%) 

教師 子ども
保護者 福耳

とても 必要 どちらとも必要でな全然必要 とても 必要 どちらとも必要でな全然必要 とても 必要 どちらとも必要でな

必要 宮えないい ない 必要 量えないい ない 必要 言えないい

あいさつや言葉温いの指導 20.1 71.5 5.6 2.8 。。 18.2 43.4 29.7 6.3 1.9 32.8 50.5 13.4 3.0 0.31 

時間在守ることや遅刻についての指導 16.7 64.5 13.自 4.2 日.7 23.1 43.3 22.0 7.3 3.6 27.6 54.2 12.4 5.0 0.61 

静かに話を聞くことや盗勢の指導 32.6 57.6 6.9 2.1 0.7 27.2 44.2 22.7 4.3 1.3 30.4 55.1 10.4 3.2 0.51 

係や当番など仕事に対する態度の指導 10.4 68.7 18.1 2.8 0.0 18.0 40.1 29.4 9.3 2.7 19.2 57.6 17.2 4.2 0.61 

忘れ物の指導 14.6 67.3 17.4 0.7 。司O 21.3 42.8 27.0 6.0 2.7 18.4 57.4 19.3 4.2 0.2 
きまりを守る指導 11.1 72.9 13.2 2.8 。。 38.2 37.1 17.7 4.3 2.5 33.1 52.1 11.2 3.0 0.2 

(%) 

教師 子ども 保護者

とても厳厳しい どちらともあまり雌睡し〈ない とても厳厳しい どちらとも畠まり厳睡しくない とても厳厳しい どちらともあまり厳酷~<な

しい 言えないし〈ない しい 言えないしくない しい 言えないしくない

あいさつや言葉遣いの指導 1.4 16.0 46.5 34.0 2.1 11.5 31.0 40.6 13.1 3.3 1.4 18.7 60.7 17.7 1.1 

時聞を守ることや遅刻についての指導 。。 18.1 51.3 28.5 2.1 6.3 28.3 47.6 12.0 5.2 1.5 25.1 日1.6 11.0 0.5 

静かに話を聞〈ことや姿勢の指導 1.4 29.9 49.9 17.4 1.4 15.6 46.4 30.3 6.0 1.1 2.6 34.6 51.2 10町。 1.1 

係や当番など仕事に対する態度の指導 0.0 13.9 6坦2 21.5 1.4 11.4 36.3 40.4 7.9 2.4 1.5 24.9 59.8 12.1 0.8 

忘れ物の指導 。目7 11.1 66.0 20.8 1.4 12.3 35.2 35.2 13.6 3.3 2.6 20.4 59.5 16.3 1.1 
きまりを守る指導 0.7 26目4 57.6 14.6 0.7 20.9 40.6 31.9 5.5 0.9 1.8 38.4 49.4 8.9 0.5 

(%) 

教 師 子ども 保護者

学校で指 どちらかと どちらかと 家庭で教 学校で指 どちらかと どちらかと 家庭で教 学校で指 どちらかと どちらかと 家庭で教

導する乙 いうと学桂 いうと軍塵 えること 導するこ いうと掌桂 いうと車庫 えること 噂する己 いうと学控 いうと車庫 えること

とだと思 で指導する で量えるこ だと思う とだと思 で指導する で瞳えるこ 1"-と思う とだと思 で指事する で輯えるこ だと思う

う ことだと思 とだと思う う こと正と恩 とtとEう う こと在と思 とtと思う

う う う

あいさつや昌葉遣いの指導 。。 3.5 75.0 14.6 10.3 25.3 45.0 18.2 。。 2.4 57.6 36.6 

時閣を守ることや遼刻についての指導 2.1 34.0 48.6 9.0 21.2 40.9 25.8 10.4 1.1 19.3 52.4 22.5 

静かにZ置を聞く』とや姿勢の指導 6.9 60.4 24.3 4.9 30.0 40.3 20.9 7.9 3.8 相.4 34.7 13.4 

係や当番など仕事に対する態度の指導 19.4 66.7 9.7 2.1 41.1 45.0 9.6 3.0 10.4 69.9 12.1 3.5 

忘れ物の指導 3.5 22.2 50.7 19.4 16.6 36.3 32.5 12.8 1.2 13.1 53.6 27.3 

きまりを守る指導 6.3 制.4 32.6 13.2 28.4 34.6 22.3 13.4 2.9 22.8 40.6 27.6 

(%) 
教 師 子ども 保護者

ほとんど している している している ほとんど している している している ほとんど してい畠 している している

由子ども 子どもは 子どもは 子どもは 由子ども 子どもは 子どもは 子どもは 由子ども 子どもは 子どもは 子どもは

がしてい 半数〈ら ごく少数 いないと がしてい 半数くら ごく少数 いないと がしてい 半数〈ら ごく少数 いないと

るとJ思う いだと思 だと思う 思う ると思う いだと思 だと思う 思う ると思う いだと恩 だと思う 思う

う う う

朝、家の人に「おはよう」とあいさっする 16.7 57.6 22.9 1.4 57.7 23.2 14.4 4.6 47.3 36.4 13.9 2.3 

自分の服は自分で片づけたり洗濁する 2.1 19.4 59.0 13.9 6.6 23.7 42.8 26.7 3.5 16.6 47.0 30.4 

食事の後で自分の食器を片づけたり洗う 1.4 22.2 邸.0 5.6 6.6 28.9 40.1 13.3 11.0 26.9 49.1 11.5 

自分の机や部屋を片づけたり掃除する 0.7 43.8 51.4 2.8 18.3 34.0 39.3 7.6 9.4 29.5 50.9 8.9 

家の人の衣類を洗濯する 。。 1.4 36.8 54.9 2.7 6.2 28.4 62.4 0.8 。.8 6.2 92.3 
家の人の食器を洗う 0.0 2.1 75.7 18.1 4.6 15.5 51.7 27.6 0.8 3.0 52.3 43.8 

居間や玄関などの掃除をする 。。 2.8 80.6 13.9 4.1 12.3 42.8 39.2 1.4 1.4 41.4 54.7 

トイレや風呂場の掃除をする 0.0 6.9 77.1 13.2 9.0 21.8 41.5 26.5 3自 7.3 45.2 43.5 

TVを見たり ~-Aをする時間を決めて守る 3.5 59.7 34.7 2.1 22.7 21.8 26.7 27.5 15.3 41.4 29.6 13.1 

自分で勉強をする時聞を決めて守る 1.4 47.9 45.8 2.1 22.1 23.2 28.8 25.0 11.0 36.4 34.3 17.8 

寝る時間を決めて守る 9.7 62.5 25.7 0.7 19.7 22.1 25.4 31.8 17目E 50.5 21.8 10.0 
小遣いなどお金の使い道を決めて守る 7.6 55.6 24.3 4.2 32.1 28.0 21.8 16.0 23.7 42.0 19.5 10.7 

出かけるときには家の人に行き先を冨う 39.6 46.5 11.1 1.4 54.3 22.7 15.5 7.0 68.7 25.5 4.8 0.3 

間違った』とをして家の人に注意されたと 1.8.8 59.7 19.4 1.4 28.8 42.2 23.7 4.6 22.5 54.4 19.8 2.6 

害すぐ謝る

学校や地域で間違った乙とをしたと書、家 7.6 52.1 34.7 2.8 21.8 35.7 30.8 10.9 18.6 47.0 28.9 4.1 

の人にうち明ける

家の人に頼まれたり、約束したことは必ず 25.0 60.4 11.1 0.7 34.8 45.5 17.5 1.7 19.3 63.0 16.5 。目5
守る

(%) 
教 師 子ども 保憧者

ほとんど している している している ほとんど している している している 11Iとんど している している している

由子ども 子どもは 子どもは 子どもは 由子ども 子どもは 子どもは 子どもは 由子ども 子どもは 子どもは 子どもは

がしてい 半数くら ご〈少数 いないと がしてい 半数〈ら ごく少数 いないと がしてい 半数〈ら ごく少数 いないと

ると思う いだと思 だとJ思う J思う ると思う いだと.11.だと思?思う ると思う いだと思 だと.!.う 思う

つ う う

近所の人に会ったときあいさっする 4.9 65.3 27.8 0.7 50.4 33.2 12.5 3.5 30.7 51.8 15.4 1.4 
迷惑をかけて大人の人から注意されたとき 13.9 58.3 25.0 1.4 40.3 39.0 15.0 4.7 21.6 58.6 16.8 0.9 

すぐ謝る

道路や公園の使い方のきまりを守る 20.1 63.9 14.6 0.7 34.4 41.7 17.2 5.8 27.9 63.4 7.7 0.3 
お祭りなど地域の行事に書加する 25.7 64.6 8.3 0.7 29.9 42.3 22.3 5.1 23.0 46.8 27.0 2.6 
地域で道路や公園の清掃、古紙回収などに 2.1 33.3 55.6 4.2 7.4 13.6 26.5 51.7 4.6 13.1 28.7 51.5 
参加している

近所に気軽に話せ、相談できる人がいる

務上配データで1;1，無固害者分を割愛している

n
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【資料8】集団生活のきまりや基本的な生活習慣についての調査・調査結果(2)

教師・子ども・保聾者の「きまり」に関する意臨調査一各項目の平崎値

「指導の必要性J6項目全体の合計

「指導の織しさについてJ6項目全体の合計

あいさつや官叢遣いの指導

指導のl時聞を守る己とや遅刻についての指導
必要性|静かに話奇聞〈 ζとや姿勢の指導

につい|係や当番など仕事に対する態度の指導

忘れ物の指導

きまりを守る指導

あいさつや言葉遣いの指導

指導の|時間を守ることや遅刻についての指導

厳しさ|静かに話を聞〈己とや姿勢の指導

につい|係や当番など仕事に対する態度の指導

忘れ物の指導

生活習

慣につ

いて

地域で

の生活

につい

て

きまりを守る指導

朝、家の人に『おはよう」とあいさっする

自分の服は自分で片づけたり法濯する

食事の後で自分の食器を片づけたり洗う

自分の机や部屋を片づけたり掃除する

家の人の衣類を洗湿する

家の人の食器を洗う

屠聞や玄関なとの掃除をする

トイレや風昌場の婦除をする

TVを見たりゲームをする時闘を決めて守る

自分で勉強をする時聞を決めて守る

寝る時聞を決めて守る

小遣いなどお金の使い道を決めて守る

出かけるときには家の人に行き先を言う

間違ったζとをして家の人に注意されたと

書すぐ謝る

学校や地鳩で間違ったことをしたとき、家

の人にうち明ける

家の人に積まれたり、約東したことは必ず

守る

近所の人に会ったときあいさっする

迷惑をかけて大人の人から注意されたとき

すぐ謝る

道路や公園の使い方のきまりを守る

お祭りなど地繊の行事に書加する

地壌で道路や公園の清掃、古紙回収などに

重量加している

近所に気経lζ話せ、相談できる人がいる

牟 5"水準で有意豊島り
本事 1"水準で有意差晶り

-57-

教師 保謹者 * 
2.87 3.28 . . 
1.99 1.88 ns 

2.09 2.34 . . 
2.39 2.37 ns 

1.32 1.10 ns 

1.75 1.60 ns 

1.83 1.47 ns 

1.88 1.71 . . 
2.64 2.58 ns 

2.43 2.40 ns 

2.78 2.75 ns 

2.50 2.71 キ

3.22 3.61 *ネ

2.94 2.95 ns 

2.59 2.77 I • 

3.04 3.00 ns 

教師 保護者 * 
2.72 3.10 • * 

2.82 2.97 事

3.02 3.18 *本|

3.14 2.89 ns 

2.23 1.66 

2.15 2.47 

間有重量なし
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